
 

子育てで迷う場面はたくさんあります。今回は、こどもの栄養２０２３年 7 月号 渡邊暢子氏（元保育園長 こども 
家庭リソースセンター副理事長）の掲載内容をご紹介します。 
 
こどもたちには、できるようになっていることも気持ちの揺れ動きがあって発揮できないことが、時々あります。 
 
なぜ、食べさせてほしいと要求してくるのでしょうか？ 
 
その原因を探るには、食事の場面だけでなく、こどもの生活環境も含めて考えることが大事です。不安になって 
いる原因がわかったら、気持ちのよりどころになるようかかわることが大事です。その甘えを受け止め、抱いたり、 
声をかけたり、一緒に遊ぶなどして、信頼関係を築いていきましょう。食事の場面では、「自分で食べない子」と 
決めつけず、「自分で食べられるかな？」「食べさせてほしい？」などど聞いて、こどもの意思を確認します。 
食べさせてほしい時には、「じゃあ、一緒に食べようね」や「代わりばんこしようね」と声をかけ、何口かを介助 
したら、「じゃあ、次は〇〇ちゃんが食べてみて」とスプーンを渡して誘ってみてください。 
自分で食べる機会を経験することで、自然な形で自分から食べるようになっていくことがあります。 
☆ただし、一度食べる様子が見られたからといって、無理強いをしないようにしましょう。食べる行為は強制され 

るものでなく、自分のペースで楽しく食べられるようにすることが大切です。 
 

こどもの栄養２０２３年 7 月号 P16・17 保育と食の相談室より抜粋 

自分でたべられるのに、甘えさせてよいのかな？？ 

食べさせてもらいたがる 

Ｒ５年度喫食調査結果で困っていること… 

食 育 だ よ り 

令和５年１０月 認定こども園岡本 

 毎日の食事を『食べるもの』から『体をつくるもの』へと意識するきっかけづくりとして、きりん組（年長）の子ども 
達と一緒に、給食に出る食材のカード探し、赤（血・肉・骨になるもの）、黄（熱や力になるもの）、緑（体の調子を 
整えるもの）の、三大栄養素を三色に分けて三色ボードに貼っています。 
 幼児期から食に興味・関心を持ち、健康な生活を送るためにバランスよく食べることの大切さを少しでも理解して 
もらえるように実施しています。                                               (給食室より) 

三色ボート 

みそは 
ここかな～？ 

『 黄 』 
 

ごはん・じゃがいも 
サラダ油 など 

『 赤 』 
 

牛肉・豚肉・鶏肉 
豆腐・みそ など 

『 緑 』 
 

キャベツ・きゅうり 
トマト など 


